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(57)【要約】
【課題】絵素電極と対向電極との間のクロストークに起
因する色ずれを抑制する。
【解決手段】ゲートバスラインの延伸方向に並ぶ各絵素
に対する印加電圧の極性の偏りを低減するように画像デ
ータを補正する入力画像補正部１０ａを備え、各ソース
バスラインに対する印加電圧を、入力画像補正部１０ａ
によって補正された画像データに基づいて設定する。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲートバスラインと、上記各ゲートバスラインと交差する複数のソースバスライ
ンと、上記ゲートバスラインと上記ソースバスラインとの交差部毎に設けられた絵素と、
各ゲートバスラインに対する印加電圧を制御するゲートドライバと、各ソースバスライン
に対する印加電圧を画像データに応じて制御するソースドライバとを備え、上記各絵素が
同一基板上に絶縁層を挟んで配置された絵素電極と対向電極とを備えており、上記ソース
ドライバが各ソースバスラインに対する印加電圧の極性を隣接するソースバスライン毎に
逆極性に設定する液晶表示装置であって、
　ゲートバスラインの延伸方向に並ぶ各絵素に対する印加電圧の極性の偏りを低減するよ
うに画像データを補正する入力画像補正部を備え、
　上記ソースドライバは、各ソースバスラインに対する印加電圧を、上記入力画像補正部
によって補正された画像データに基づいて設定することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　上記入力画像補正部は、
　上記偏りの度合いを示す偏り量を検出する偏り量検出処理を行う偏り量取得部と、
　上記偏り量に基づいて補正パラメータを設定する補正パラメータ設定処理を行う補正パ
ラメータ取得部と、
　上記補正パラメータに基づいて画像データを補正する補正処理部とを備えていることを
特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　上記入力画像補正部は、
　ゲートバスラインの延伸方向に並ぶ各絵素について、当該絵素の階調値と当該絵素と同
色の絵素のうち当該絵素の両隣りに配置されている絵素の階調値との差分の絶対値が予め
設定される閾値よりも大きい絵素を検出するパターン検出処理を行うパターン検出部と、
　上記絶対値が上記閾値よりも大きい絵素として検出された絵素の階調値を、当該絵素と
同色かつ当該絵素の近傍に配置されている絵素の階調値と平均化または置換することによ
り上記画像データを補正する補正処理部とを備えていることを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項４】
　上記入力画像補正部は、ゲートバスラインの延伸方向に沿った１または複数ライン分の
画像データを一時的に記憶するメモリを備えており、
　上記画像データは上記偏り量取得部と上記メモリとに入力され、
　上記補正処理部は、上記偏り量検出処理および上記補正パタメータ設定処理を行った画
像データに対応する画像データを上記メモリから読み出し、読み出した画像データに対し
て上記補正パラメータに基づく補正を行うことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装
置。
【請求項５】
　上記入力画像補正部は、ゲートバスラインの延伸方向に沿った１または複数ライン分の
画像データを一時的に記憶するメモリを備えており、
　上記画像データは上記パターン検出部と上記メモリとに入力され、
　上記補正処理部は、上記パターン検出処理を行った画像データに対応する画像データを
上記メモリから読み出し、読み出した画像データに対して当該パターン検出処理の結果に
基づく補正を行うことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　上記補正処理部は、上記補正パラメータ取得部が設定した補正パラメータを補正対象の
絵素の位置に応じて補正する位置補正処理を行い、位置補正処理後の補正パラメータに基
づいて画像データを補正することを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　複数のゲートバスラインと、上記各ゲートバスラインと交差する複数のソースバスライ
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ンと、上記ゲートバスラインと上記ソースバスラインとの交差部毎に設けられた絵素と、
各ゲートバスラインに対する印加電圧を制御するゲートドライバと、各ソースバスライン
に対する印加電圧を画像データに応じて制御するソースドライバとを備え、上記各絵素が
同一基板上に絶縁層を挟んで配置された絵素電極と対向電極とを備えており、各ソースバ
スラインに対する印加電圧の極性が隣接するソースバスライン毎に逆極性に設定される液
晶表示装置の制御方法であって、
　ゲートバスラインの延伸方向に並ぶ各絵素に対する印加電圧の極性の偏りを低減するよ
うに画像データを補正する入力画像補正工程と、
　各ソースバスラインに対する印加電圧を上記入力画像補正工程によって補正された画像
データに基づいて設定する工程とを含むことを特徴とする液晶表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置およびその制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置の表示形式として、液晶分子の分子軸方向（ディレクタ）を基板に
平行な面内で回転させて表示を行う横電界方式が知られている。例えば、特許文献１には
、横電界方式の代表例であるＩＰＳ（In-Plane Switching）モードの液晶表示装置が開示
されている。
【０００３】
　横電界方式の液晶表示装置は、視聴者が表示画面を異なる視野角方向から観察した場合
でも基本的に液晶分子の短軸方向のみが観察されるので、液晶分子の立ち方（液晶分子の
長軸方向の基板面に対する傾斜角度）の視野角依存性が小さく、広い視野角範囲にわたっ
て良好な表示特性が得られるという特性を有している。このため、近年では横電界方式の
液晶表示装置が多用される傾向にある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０７-０３６０５８号公報（１９９５年２月７日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、横電界方式の液晶表示装置には、絵素電極（画素電極）と対向電極との
クロストークに起因する表示色の色ずれが生じやすいという問題がある。
【０００６】
　すなわち、横電界方式の液晶表示装置の場合、絵素電極と対向電極とが絶縁層を挟んで
隣接するように配置されるため、絵素電極と対向電極との間に容量結合によるクロストー
クが発生しやすい。また、絵素電極と対向電極との間にクロストークが発生すると、対向
電極の電位が絵素電極の電位変化の影響を受けて変動することで、対向電極と絵素電極と
の間の電位差が、表示させる画像データに対応する電位差からずれてしまい、色ずれが生
じてしまう。
【０００７】
　なお、上記のクロストークによる色ずれは、絵素電極に印加する電位の極性を所定周期
毎に反転させる極性反転駆動を行う液晶表示装置において、例えば千鳥パターン等の所定
の表示パターン（いわゆるキラーパターン）を表示させる場合に特に生じやすい。
【０００８】
　図２４は、画像パターンとゲートバスライン毎の絵素電極の極性の偏りとの関係を示す
説明図である。なお、図２４の（ａ）は、列ライン反転駆動（同じソースバスライン上の
各絵素に対する印加電圧の極性を同極性とし、かつ隣接するソースバスラインに対する印
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加電圧の極性を互いに逆極性とし、かつ各ソースバスラインに対する印加電圧の極性を１
フレーム毎に反転させる駆動方法）を行う液晶パネルに１ｄｏｔ１Ｖ千鳥パターン（点灯
させるサブピクセル（最大階調のサブピクセル）と非点灯のサブピクセル（最小階調のサ
ブピクセル）とがゲートバスラインの延伸方向およびソースバスラインの延伸方向の両方
について１サブピクセルずつ交互に配置される表示パターン）を表示させた場合の例を示
している。また、図２４の（ｂ）は、列ライン反転駆動を行う液晶パネルに１Ｈ１Ｖ千鳥
パターン（ＲＧＢの３つのサブピクセルを１ピクセルとしたときに、点灯させるピクセル
と非点灯のピクセルとがゲートバスラインの延伸方向およびソースバスラインの延伸方向
の両方について１ピクセルずつ交互に配置される表示パターン）を表示させた場合の例を
示している。また、図２４の（ｃ）は、列ライン反転駆動を行う液晶パネルに１Ｈストラ
イプパターン（ＲＧＢの３つのサブピクセルを１ピクセルとしたときに、点灯させるピク
セルと非点灯のピクセルとがゲートバスラインの延伸方向について１ピクセルずつ交互に
配置され、ソースバスラインの延伸方向については点灯または非点灯のいずれかとされる
表示パターン）を表示させた場合の例を示している。
【０００９】
　図２４の（ａ）の例では、図中の各サブピクセルのうち、点灯しているサブピクセルの
極性は、１番目および３番目のゲートバスラインでは＋極性（正極性）が６個、－極性（
負極性）が０個であり、２番目のゲートバスラインでは＋極性が０個、－極性が６個にな
っている。また、図２４の（ｂ）の例では、図中の各サブピクセルのうち、点灯している
サブピクセルの極性は、１番目および３番目のゲートバスラインでは＋極性が４個、－極
性が２個であり、２番目のゲートバスラインでは＋極性が２個、－極性が４個になってい
る。
【００１０】
　すなわち、図２４の（ａ）および（ｂ）の例では、隣接するゲートバスラインにおいて
絵素電極に対する印加電圧の極性の偏りが生じている（点灯しているサブピクセルのうち
＋極性が印加されるサブピクセルの数と－極性が印加されるサブピクセルの数との比率が
ライン毎に偏っている）。このため、ゲートバスライン間の極性の偏りにより、対向電極
の電位（対向電位）が変動し、色ずれが生じてしまう。
【００１１】
　図２５は、上記の色ずれの原因を示す説明図である。この図に示すように、対向電位（
対向電極の電位）が設定値Ｖｃｏｍから変動値Ｖｃｏｍ´に変動した場合、赤、緑、青の
各サブピクセルに対する印加電圧が、ΔＶｒ、ΔＶｇ、ΔＶｂからΔＶｒ´、ΔＶｇ´、
ΔＶｂ´に変動してしまう。その結果、各サブピクセルの表示階調が変化し、色ずれが生
じる。
【００１２】
　なお、図２５の（ｃ）の例では、図中の各サブピクセルのうち、点灯しているサブピク
セルの極性は、各ゲートバスラインにおいて＋極性が４個、－極性が２個であり、隣接す
るゲートバスラインにおける絵素電極に対する印加電圧の極性の偏りは生じない。すなわ
ち、上記の対向電位の変動およびそれに起因する色ずれは、表示させる画像パターンに応
じて発現する。
【００１３】
　本発明は、上記の問題点に鑑みて成されたものであり、その目的は、絵素電極と対向電
極とが同一基板上に絶縁層を挟んで配置された液晶表示装置において、絵素電極と対向電
極との間のクロストークに起因する色ずれを抑制することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の一態様にかかる液晶表示装置は、複数のゲートバスラインと、上記各ゲートバ
スラインと交差する複数のソースバスラインと、上記ゲートバスラインと上記ソースバス
ラインとの交差部毎に設けられた絵素と、各ゲートバスラインに対する印加電圧を制御す
るゲートドライバと、各ソースバスラインに対する印加電圧を画像データに応じて制御す
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るソースドライバとを備え、上記各絵素が同一基板上に絶縁層を挟んで配置された絵素電
極と対向電極とを備えており、上記ソースドライバが各ソースバスラインに対する印加電
圧の極性を隣接するソースバスライン毎に逆極性に設定する液晶表示装置であって、ゲー
トバスラインの延伸方向に並ぶ各絵素に対する印加電圧の極性の偏りを低減するように画
像データを補正する入力画像補正部を備え、上記ソースドライバは、各ソースバスライン
に対する印加電圧を、上記入力画像補正部によって補正された画像データに基づいて設定
することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１５】
　上記の構成によれば、ゲートバスラインの延伸方向に並ぶ各絵素に対する印加電圧の極
性の偏りを低減するように画像データを補正することにより、絵素電極と対向電極との間
に生じるクロストークの影響を低減し、クロストークに起因する色ずれを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】（ａ）は本発明の一実施形態にかかる液晶表示装置の概略構成を示す説明図であ
り、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ断面の断面図である。
【図２】図１に示した液晶表示装置に備えられる液晶パネルの構成を示す説明図である。
【図３】図２の液晶パネルにおけるサブピクセルの平面図である。
【図４】図２の液晶パネルにおけるサブピクセルの断面図である。
【図５】図２の液晶パネルにおける、絵素電極と対向電極との間に印加される電圧と液晶
分子の配向状態とを模式的に示した説明図であり、（ａ）は電圧無印加時の状態、（ｂ）
は電圧印加時の状態を示している。
【図６】図３に示したサブピクセルの構成をより詳細に示した平面図である。
【図７】図６に示したサブピクセルの等価回路図である。
【図８】図６に示したサブピクセルにおける、絵素電極と対向電極との間の絶縁膜と液晶
層の厚さとの関係を示す説明図である。
【図９】絵素電極と対向電極とのクロストークによって生じるリップルノイズを示す説明
図である。
【図１０】（ａ）はスイッチング素子が導通したときに絵素電極と対向電極とのクロスト
ークによって絵素電極に流れる電流を示す説明図であり、（ｂ）はスイッチング素子が遮
断状態の場合の様子を示す説明図である。
【図１１】図１に示した液晶表示装置における、画像データの階調値と絵素電極に対する
印加電圧との関係を示す説明図である。
【図１２】図１に示した液晶表示装置に備えられる入力画像補正部の構成を示す説明図で
ある。
【図１３】表示画像と極性の偏り量との関係を示す説明図であり、（ａ）は１ｄｏｔ１Ｖ
千鳥パターンの場合、（ｂ）は１Ｈ１Ｖ千鳥パターンの場合、（ｃ）は１Ｈ１Ｖ千鳥パタ
ーンであって点灯させるサブピクセルの位置が（ｂ）に対して１サブピクセルずれている
場合、（ｄ）は１Ｈ１Ｖ千鳥パターンであって点灯させるサブピクセルの位置が（ｃ）に
対してさらに１サブピクセルずれている場合を示している。
【図１４】図１２に示した入力画像補正部において用いられる偏り量と補正パラメータと
の関係を示す説明図であり、（ａ）赤色、（ｂ）はは緑色、（ｃ）は青色についての偏り
量と補正パラメータとの関係を示している。
【図１５】図１２に示した入力画像補正部における入力階調値と出力階調値との関係の一
例を示す説明図である。
【図１６】本発明の他の実施形態にかかる液晶表示装置に備えられる入力画像補正部の構
成を示す説明図である。
【図１７】図１６に示した入力画像補正部に備えられるパターン検出部によるパターン検
出処理を示す説明図である。
【図１８】本発明のさらに他の実施形態にかかる液晶表示装置に備えられる入力画像補正
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部の構成を示す説明図である。
【図１９】（ａ）は図１８に示した入力画像補正部におけるパターン検出処理を示す説明
図であり、（ｂ）は（ａ）のパターン検出処理の結果に基づいて行われる平均化処理を示
す説明図である。
【図２０】本発明のさらに他の実施形態にかかる液晶表示装置に備えられる入力画像補正
部の構成を示す説明図である。
【図２１】（ａ）は図２０に示した入力画像補正部におけるパターン検出処理を示す説明
図であり、（ｂ）は（ａ）のパターン検出処理の結果に基づいて行われる置換処理を示す
説明図である。
【図２２】本発明のさらに他の実施形態にかかる液晶表示装置に備えられる入力画像補正
部の構成を示す説明図である。
【図２３】本発明のさらに他の実施形態にかかる液晶表示装置に備えられる入力画像補正
部の構成を示す説明図である。
【図２４】液晶表示装置に表示される画像パターンとゲートバスライン毎の絵素電極の極
性の偏りとの関係を示す説明図である。
【図２５】横電界方式の液晶表示装置において生じる色ずれの原因を示す説明図である。
【図２６】本発明のさらに他の実施形態にかかる液晶表示装置に備えられる入力画像補正
部の構成を示す説明図である。
【図２７】本発明のさらに他の実施形態にかかる液晶表示装置に備えられるタイミングコ
ントローラの構成を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　　〔実施形態１〕
　本発明の一実施形態について説明する。
【００１８】
　（１－１．液晶表示装置１００の構成）
　図１の（ａ）は本実施形態にかかる液晶表示装置１００の概略構成を示す説明図であり
、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ断面の断面図である。
【００１９】
　図１の（ａ）に示したように、液晶表示装置１００は、入力画像補正部１０ａ、電源回
路１、タイミングコントローラ２、ゲートドライバ３、ソースドライバ４、および液晶パ
ネル５を備えている。また、図１の（ｂ）に示したように、液晶パネル５の裏面側（表示
面と反対側）にはバックライト６が備えられている。
【００２０】
　電源回路１は、外部電源（例えば商用電源、自家発電電源、充電装置など）から供給さ
れる入力電源電圧を液晶表示装置１００の各ブロック（各部）で利用される電圧に変換し
て当該各ブロックに供給する。
【００２１】
　入力画像補正部１０ａは、外部装置（例えばＰＣ（Personal Computer:パーソナルコン
ピュータ）やＴＶチューナー等の画像データを出力する機器）から入力される入力画像デ
ータに対して後述する補正処理を施して補正画像データを生成し、生成した補正画像デー
タをタイミングコントローラ２に出力する。
【００２２】
　タイミングコントローラ２は、入力画像補正部１０ａから入力される補正画像データに
応じた画像を液晶パネル５に表示させるための制御信号（ゲート駆動信号、ソース駆動信
号）を生成し、ゲートドライバ３およびソースドライバ４に出力する。
【００２３】
　ゲートドライバ３は、タイミングコントローラ２から入力される制御信号（ゲート駆動
信号）に基づいて液晶パネル５に備えられる各ゲートバスラインに印加する電圧を制御す
ることにより、書込対象のゲートバスラインを周期的に切り替える。
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【００２４】
　ソースドライバ４は、タイミングコントローラ２から入力される制御信号（ソース駆動
信号）に基づいて、ゲートドライバ３による書込対象のゲートバスラインの切替周期に同
期したタイミングで液晶表示装置１００に備えられる各ソースバスラインに画像データに
応じた電圧を印加する。また、ソースドライバ４は、各ソースバスラインに対する印加電
圧の極性を隣接するソースバスライン毎に逆極性に設定する。
【００２５】
　液晶パネル５は、バックライト６から入射する光を拡散させる拡散シート等の光学シー
ト１１、偏光板１２、ＴＦＴ基板１３、液晶層１４、対向基板１５、および偏光板１６が
バックライト６側からこの順に配置されている。
【００２６】
　バックライト６は、ＬＥＤ基板２１と、ＬＥＤ基板２１における液晶パネル５側の面に
配置された複数のＬＥＤ（光源）２２とを備えている。また、ＬＥＤ基板２１における液
晶パネル５側の面には、ＬＥＤ２２から出射された光を液晶パネル５側に反射させるため
の反射シート２３が設けられている。
【００２７】
　これにより、ＬＥＤ２２から出射されて液晶パネル５を通過する光の透過率を液晶パネ
ル５が画像データに応じてサブピクセル（絵素）毎に制御することで表示が行われる。
【００２８】
　なお、本実施形態では、液晶表示装置１００がバックライト６から出射される光を用い
て表示を行う透過型の液晶表示装置１００である場合について説明するが、これに限らず
、例えば、外部からの入射光を反射させて表示光として用いる反射型の液晶表示装置であ
ってもよく、透過型の液晶表示装置の機能と反射型の液晶表示装置の機能とを併せ持った
半透過型の液晶表示装置であってもよい。
【００２９】
　図２は、液晶パネル５の概略構成を示す説明図である。この図に示すように、液晶パネ
ル５は、ソースドライバ４に接続された複数のソースバスラインＳと、ゲートドライバ３
に接続され、各ソースバスラインＳと交差するように配置された複数のゲートバスライン
Ｇとを備えている。また、ゲートバスラインＧとソースバスラインＳとの交差部毎にサブ
ピクセルｓｐが設けられている。
【００３０】
　対向基板１５における各サブピクセルｓｐに対応する位置には、図２に示したように、
カラーフィルタＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）のいずれかが貼られており、ＲＧＢの３つ
のサブピクセルｓｐによって１つのピクセルＰが構成されている。なお、図２には、ＲＧ
Ｂの各サブピクセルｓｐがストライプ状に配置された構成（縦ストライプパターン）を示
したが、各サブピクセルの配置方式はこれに限るものではない。例えば、ＲＧＢのサブピ
クセルを三角形状に配置したデルタパターン方式を用いてもよい。
【００３１】
　また、各サブピクセルｓｐにはＴＦＴ（Thin Film Transistor）からなるスイッチング
素子３１が設けられており、各スイッチング素子３１のゲート端子はゲートバスラインＧ
、ソース端子はソースバスラインＳ、ドレイン端子は後述する絵素電極３２にそれぞれ接
続されている。
【００３２】
　図３はサブピクセルｓｐの構成を簡略的に示した説明図であり、図４はサブピクセルｓ
ｐの断面図である。
【００３３】
　これら各図に示すように、ＴＦＴ基板１３上にゲートバスラインＧ、共通配線３５、お
よび対向電極３３が形成されており、これら各部材を覆うようにゲート絶縁膜（絶縁膜）
１７が形成され、ゲート絶縁膜１７上に半導体膜３４、ソースバスラインＳ、および絵素
電極３２が形成されている。すなわち、絵素電極３２と対向電極３３とは同一基板上に絶
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縁層（ゲート絶縁膜１７）を挟んで配置されている。
【００３４】
　共通配線３５は、各ゲートバスラインＧに対して略平行に延伸するように形成されてお
り、対向電極３３は共通配線３５に接続されている。また、共通配線３５はソースドライ
バ４に接続されており、共通配線３５の電位はソースドライバ４によって対向電位Ｖｃｏ
ｍに制御される。なお、対向電極３３と共通配線３５とは一体的に形成されていてもよい
。
【００３５】
　半導体膜３４はゲート絶縁膜１７を介してゲートバスラインＧと対向する位置に配置さ
れ、ソースバスラインＳの一部および絵素電極３２の一部が半導体膜３４にそれぞれに接
続されている。これにより、半導体膜３４をチャネル層とするＴＦＴからなるスイッチン
グ素子３１が形成されている。なお、本実施形態では、半導体膜３４として非結晶シリコ
ン膜を用いている。ただし、半導体膜３４の構成はこれに限るものではなく、例えば、イ
ンジウムガリウム亜鉛酸化物半導体などの酸化物半導体を用いてもよく、ポリシリコンな
どを用いてもよい。
【００３６】
　また、ソースバスラインＳ、半導体膜３４、および絵素電極３２を覆うように保護酸化
膜１８が形成されており、さらに保護酸化膜１８を覆うように配向膜１９が形成されてい
る。
【００３７】
　また、対向基板１５におけるＴＦＴ基板１３との対向面側には配向膜２０が形成されて
おり、ＴＦＴ基板１３との対向面とは反対側の面（表示面側）には偏光板１６が配置され
ている。また、対向基板１５における各サブピクセルに対応する領域には、上述したよう
にＲ，Ｇ，Ｂのいずれかのカラーフィルタ（図示せず）が設けられている。配向膜１９，
２０は、電界無印加時における液晶分子の配向方向を規制する。
【００３８】
　図５は絵素電極３２と対向電極３３との間に印加される電圧と液晶分子の配向状態とを
模式的に示した説明図であり、（ａ）は電圧無印加時の状態、（ｂ）は電圧印加時の状態
を示している。図５の（ａ）に示したように、絵素電極３２と対向電極３３との間に電圧
が印加されておらずこれら両電極が同電位である場合は、液晶分子は長軸方向が絵素電極
３２および対向電極３３の対向方向に直交する方向を向くように配向している。これに対
して、絵素電極３２と対向電極３３との間に電圧が印加されると、図５の（ｂ）に示すよ
うに、両電極間に形成される電界によって液晶分子が基板面に平行な方向に沿って回転す
る。このように液晶分子の向きが回転することにより、液晶層を通過する光の偏光軸が回
転する。なお、回転角度は絵素電極３２と対向電極３３との間に印加される電圧に応じて
決まる。
【００３９】
　図１の（ｂ）に示したように、バックライト６から出射された光は、特定の偏光軸の向
きの光だけが偏光板１２を透過し、偏光軸が揃った光は液晶層１４を通過する際に液晶の
複屈折によって偏光軸がずらされる。この偏光軸のずれ量は、液晶分子の回転量に依存し
、液晶層１４を通過する光の偏光軸と偏光板１６の偏光軸方向とに応じて液晶パネル５を
透過する光の量が決まる。液晶分子の回転量は絵素電極３２と対向電極３３との間に印加
される電圧に依存するので、絵素電極３２に印加する電圧を制御することで階調表示を行
うことができる。
【００４０】
　図６は、図３に示したサプピクセルの構成をより詳細に示した平面図である。図６に示
すように、絵素電極３２および対向電極３３は櫛歯状に形成されており、これら両電極の
櫛歯部分が交互に配置される。また、図６に示したように、各サブピクセルには、補助容
量電極３６（図中の斜線部参照）および補助容量配線３７が設けられている。補助容量配
線３７はコンタクトホール３９を介して共通配線３５に接続されており、対向電位Ｖｃｏ
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ｍが供給される。補助容量電極３６はコンタクトホール３８を介して絵素電極３２に接続
されている。これにより、補助容量電極３６と補助容量配線３７との間にスイッチング素
子３１がオフされたときの電位を保持するための液晶補助容量が形成される。なお、図６
の例では、補助容量配線３７を共通配線３５に接続しているが、これに限らず、共通配線
３５とは別に補助容量配線を設け、この補助容量配線を介して補助容量電位を供給しても
よい。
【００４１】
　図７は、図６に示したサブピクセル構造の等価回路図である。この図に示すように、横
電界方式の液晶表示装置では、絵素電極３２およびスイッチング素子３１のソース端子側
と対向電極３３とが同じ基板上に絶縁層を挟んで配置されているため、絵素電極３２およ
びスイッチング素子３１のソース端子側と対向電極３３とが絶縁層を挟んで対向する部分
で容量性の結合（クロストーク容量）が発生する。
【００４２】
　なお、本実施形態では、図８に示すように、液晶層１４の厚さが約３μｍであるのに対
して、ゲート絶縁膜１７の厚さが約０．３μｍしかないため、上記のクロストーク容量が
大きくなる。
【００４３】
　このようなクロストーク容量が発生すると、図９に示すように、スイッチング素子３１
がＯＮ状態（導通状態）になって絵素電極３２の電位が変化したときに、その変化がクロ
ストーク容量を介して対向電極３３および共通配線３５に伝搬し、図９に示す様なリップ
ルノイズが発生する。このリップルノイズは、スイッチング素子３１がＯＮ状態になって
書き込みが行われているサブピクセルの周辺において局所的に発生する。また、リップル
ノイズの大きさは絵素電極３２の電位変化の大きさに依存し、ノーマリブラックの液晶パ
ネルの場合、最大階調の表示中に極性反転が発生する時に最も大きくなる。
【００４４】
　上記のリップルノイズの影響により、図１０の（ａ）に示すように、スイッチング素子
３１がＯＮ状態になったときに液晶容量にチャージされる電圧（絵素電極３２と対向電極
３３との電位差）が本来の値からずれてしまう。なお、スイッチング素子３１がＯＦＦ状
態（非導通状態）である時は、液晶補助容量があるので、図１０の（ｂ）に示すように、
液晶容量の電位は変化しない。
【００４５】
　本実施形態では、線順次で書き込みを行うので、リップルノイズが発生した次のゲート
バスラインに対する書き込み時に最もその影響が大きくなる。また、ノーマリブラックの
場合、階調値と印加電圧の関係は図１１のようになるので、リップルノイズ量が同じであ
れば階調が低いほどその影響が大きくなる。なお、書き込みを行っている極性反転の変化
量が、リップルノイズの原因となる１ゲートバスライン前と同程度である場合には、同じ
方向に振られているので影響が小さくなる。したがって、クロストークの影響は反転方式
に依存し、また、最大階調と最小階調を含んだ表示パターンの場合に影響を受けやすくな
る。
【００４６】
　本実施形態では、入力画像データを補正することにより、上記のクロストークの影響に
よる色ずれを防止する。この補正処理の詳細については後述する。
【００４７】
　　（１－２．入力画像補正部１０ａの構成）
　図１２は、入力画像補正部１０ａの概略構成を示す説明図である。この図に示すように
、入力画像補正部１０ａは、偏り量取得部４１、補正パラメータ取得部４２、フレームメ
モリ４３、および補正処理部４４を備えている。
【００４８】
　外部装置から入力画像補正部１０ａに入力された入力画像信号は、偏り量取得部４１お
よびフレームメモリ４３に入力される。
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【００４９】
　偏り量取得部４１は、入力画像データに基づいてゲートバスライン毎の極性の偏り量Ｅ
を算出する偏り量検出処理を行う。
【００５０】
　具体的には、偏り量取得部４１は、まず、下記式（１）～（４）に基づいて偏り量Ｅ１

～Ｅ４を算出する。
【００５１】
【数１】

【００５２】
【数２】

【００５３】
【数３】

【００５４】
【数４】

【００５５】
　なお、上記式（１）～（４）において、ｘはゲートバスラインの延伸方向についてのピ
クセルの位置（先頭から何番目のピクセルであるか）を示しており、Ｎはゲートバスライ
ンの延伸方向に並べて配置されたピクセル数を示している。また、％は剰余演算子であり
、ｆｒｅｄ（ｘ），ｆｇｒｅｒｎ（ｘ），ｆｂｌｕｅ（ｘ）はそれぞれ赤、緑、青の階調
値を示している。また、ｆｒｅｄｍａｘ，ｆｇｒｅｒｎｍａｘ，ｆｂｌｕｅｍａｘはそれ
ぞれ演算対象のラインにおける赤、緑、青の階調値の最大値を示している。
【００５６】
　偏り量Ｅ１は、図１３の（ａ）に示すように、入力画像データに、１ｄｏｔ１Ｖ千鳥パ
ターン（点灯させるサブピクセル（最大階調のサブピクセル）と非点灯のサブピクセル（
最小階調のサブピクセル）とがゲートバスラインの延伸方向およびソースバスラインの延
伸方向の両方について１サブピクセルずつ交互に配置される表示パターン）が含まれてい
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る場合の偏り量である。
【００５７】
　偏り量Ｅ２～Ｅ４は、図１３の（ｂ）～（ｄ）に示すように、入力画像データに、１Ｈ
１Ｖ千鳥パターン（ＲＧＢの３つのサブピクセルを１ピクセルとしたときに、点灯させる
ピクセルと非点灯のピクセルとがゲートバスラインの延伸方向およびソースバスラインの
延伸方向の両方について１ピクセルずつ交互に配置される表示パターン）が含まれている
場合の偏り量である。なお、図１３の（ｂ）～（ｄ）は点灯させるサブピクセルの位置が
ゲートバスラインの延伸方向について１サブピクセルずつ異なっている。
【００５８】
　補正パラメータ取得部４２は、偏り量取得部４１が算出した偏り量Ｅ１～Ｅ４に基づい
て補正パラメータα（αｒｅｄ，αｇｒｅｅｎ，αｂｌｕｅ）を設定する補正パラメータ
設定処理を行い、設定した補正パラメータを補正処理部４４に出力する。
【００５９】
　偏り量Ｅと補正パラメータαｒｅｄ，αｇｒｅｅｎ，αｂｌｕｅとの対応関係は、複数
種類の偏り量Ｅに対応する表示パターンを液晶パネル５に表示させて色ずれを測定する処
理を予め行い、その測定結果に基づいて予め設定される。例えば、上記測定結果に基づい
て偏り量Ｅと補正パラメータαｒｅｄ，αｇｒｅｅｎ，αｂｌｕｅとを対応付けたルック
アップテーブルを予め記憶させておき、補正パラメータ取得部４２が偏り量Ｅに対応する
補正パラメータαｒｅｄ，αｇｒｅｅｎ，αｂｌｕｅを上記ルックアップテーブルから読
み出すようにしてもよい。あるいは、偏り量Ｅと補正パラメータαｒｅｄ，αｇｒｅｅｎ

，αｂｌｕｅとを対応付けた演算式を予め設定しておき、補正パラメータ取得部４２が上
記演算式に基づいて偏り量Ｅに対応する補正パラメータαｒｅｄ，αｇｒｅｅｎ，αｂｌ

ｕｅを算出するようにしてもよい。
【００６０】
　図１４の（ａ）は偏り量Ｅと補正パラメータαｒｅｄとの関係、（ｂ）は偏り量Ｅと補
正パラメータαｇｒｅｅｎとの関係、（ｃ）は偏り量Ｅと補正パラメータαｂｌｕｅとの
関係を示すグラフである。なお、図１４の例では、偏り量Ｅの最大値が１になるように偏
り量Ｅを正規化している。
【００６１】
　フレームメモリ４３は、１フレーム分の入力画像データを一時的に記憶し、記憶した入
力画像データを所定のタイミングで補正処理部４４に出力する。
【００６２】
　補正処理部４４は、フレームメモリ４３から入力された入力画像データを補正パラメー
タ取得部４２から入力される当該入力画像データに対応する補正パラメータαｒｅｄ，α

ｇｒｅｅｎ，αｂｌｕｅに基づいて補正して補正画像データを生成し、タイミングコント
ローラ２に出力する。
【００６３】
　具体的には、補正処理部４４は、下記式（５）～（７）に示すように、入力画像データ
の各ピクセルの階調値ｆｒｅｄ，ｆｇｒｅｅｎ，ｆｂｌｕｅに補正パラメータαｒｅｄ，
αｇｒｅｅｎ，αｂｌｕｅを乗算することにより出力階調値ｇｒｅｄ，ｇｇｒｅｅｎ，ｇ

ｂｌｕｅを生成する。
ｇｒｅｄ＝αｒｅｄ×ｆｒｅｄ　　　・・・（式５）
ｇｇｒｅｅｎ＝αｇｒｅｅｎ×ｆｇｒｅｅｎ　　　・・・（式６）
ｇｂｌｕｅ＝αｂｌｕｅ×ｆｂｌｕｅ　　　・・・（式７）
　図１５は、入力階調値と出力階調値との関係の一例を示す説明図である。なお、出力階
調値が液晶パネル５の表示可能範囲を超えないように各偏り量Ｅに対応する補正パラメー
タαを設定しておいてもよい。あるいは、予め設定された補正パラメータαを上記式（５
）～（７）に適用すると出力階調値が液晶パネル５の表示可能範囲を超える場合に、表示
可能範囲を超えないように補正処理部４４が補正パラメータαを適宜調整するようにして
もよい。
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【００６４】
　　（１－３．色ずれの補正効果）
　入力画像が図１３の（ａ）に示したように１ｄｏｔ１Ｖ千鳥パターンである場合、本実
施形態にかかる補正処理を行わないと、実際の表示画像が本来の表示画像よりも黒っぽく
なる色ずれが生じる。また、入力画像が図１３の（ｂ）に示した１Ｈ１Ｖ千鳥パターンを
含む場合、実際の表示画像が本来の表示画像よりも緑っぽくなる色ずれが生じる。また、
入力画像が図１３の（ｃ）に示した１Ｈ１Ｖ千鳥パターンを含む場合、実際の表示画像が
本来の表示画像よりも青っぽくなる色ずれが生じる。また、入力画像が図１３の（ｄ）に
示した１Ｈ１Ｖ千鳥パターンを含む場合、実際の表示画像が本来の表示画像よりも赤っぽ
くなる色ずれが生じる。
【００６５】
　これに対して、本実施形態にかかる補正処理を施すことにより、入力画像に１ｄｏｔ１
Ｖ千鳥パターンや１Ｈ１Ｖ千鳥パターンなどの色ずれが生じやすいパターン（いわゆるキ
ラーパターン）が含まれる場合であっても、上記のような色ずれが生じることを防止し、
入力画像データに応じた画像を適切に表示することができる。
【００６６】
　　〔実施形態２〕
　本発明の他の実施形態について説明する。なお、説明の便宜上、実施形態１で説明した
部材と同様の機能を有する部材については同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００６７】
　本実施形態にかかる液晶表示装置１００は、実施形態１で示した液晶表示装置１００に
おける入力画像補正部１０ａに代えて、図１６に示す入力画像補正部１０ｂを備えている
。
【００６８】
　入力画像補正部１０ｂは、実施形態１の入力画像補正部１０ａにおける偏り量取得部４
１に代えて、パターン検出部５１と計数部５２とを有する偏り量取得部４１ｂを備えてい
る。
【００６９】
　パターン検出部５１は、１ゲートバスライン分の各ピクセルについて、当該ピクセルに
おける各色（各サブピクセル）の階調値と当該ピクセルの両隣りのピクセルにおける各色
の階調値との差分の絶対値（｜２×ｆ（ｘ）－ｆ（ｘ＋１）－ｆ（ｘ－１）｜）と予め設
定される閾値Ｔｈとを比較する処理をＲＧＢの色毎に行う。そして、上記絶対値が上記閾
値Ｔｈよりも大きいサブピクセルをＴｒｕｅと判定し、上記絶対値が上記閾値Ｔｈ以下で
あるサブピクセルをＦａｕｌｓｅと判定するパターン検出処理を行い、判定結果を計数部
５２に出力する。なお、上記ｘは各ピクセルのゲートバスラインの延伸方向についての位
置を示している。
【００７０】
　これにより、図１７に示すように、両隣りのピクセルにおける同色のサブピクセルとの
階調値の差が大きいサブピクセルについてはＴｒｕｅが出力され、上記差が小さいサブピ
クセルについてはＦａｕｌｓｅが出力される。
【００７１】
　計数部５２は、１ライン毎にＴｒｕｅと判定されたサブピクセルの数を計数し、その総
数を、全サブピクセルがＴｒｕｅの場合の偏り量Ｅが１、全サブピクセルがＦａｕｌｓｅ
の場合の偏り量が０となるように０から１までに正規化した値を偏り量Ｅとして算出する
。
補正パラメータ取得部４２、フレームメモリ４３、および補正処理部４４の動作は実施形
態１と同様である。
【００７２】
　これにより、実施形態１と略同様の効果を得ることができる。
【００７３】
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　なお、Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅの判定をサブピクセル毎（１ゲートバスライン毎）に行う
ものとしたが、これに限るものではなく、複数のゲートバスライン毎（例えば２ライン～
１０ライン程度に設定されるライン毎）に行うようにしてもよい。
【００７４】
　　〔実施形態３〕
　本発明のさらに他の実施形態について説明する。なお、説明の便宜上、上述した実施形
態で説明した部材と同様の機能を有する部材については同じ符号を付し、その説明を省略
する。
【００７５】
　実施形態１，２では、入力画像データの階調値を偏り量に応じて補正することで色ずれ
が視認されることを防止する例について説明した。これに対して、本実施形態では階調値
の偏りが大きいピクセルの階調値と当該ピクセルの近傍のピクセルの階調値とを平均化す
ることにより色ずれが生じること自体を防止する。
【００７６】
　本実施形態にかかる液晶表示装置１００は、実施形態１で示した液晶表示装置１００に
おける入力画像補正部１０ａに代えて、図１８に示す入力画像補正部１０ｃを備えている
。
【００７７】
　入力画像補正部１０ｃは、図１８に示したように、フレームメモリ４３、パターン検出
部５１、および平均化処理部（補正処理部）４６を備えている。
【００７８】
　パターン検出部５１は、１ゲートバスライン分の各ピクセルについて、当該ピクセルに
おける各色（各サブピクセル）の階調値と当該ピクセルの両隣りのピクセルにおける各色
の階調値との差分の絶対値（｜２×ｆ（ｘ）－ｆ（ｘ＋１）－ｆ（ｘ－１）｜）と予め設
定される閾値Ｔｈとを比較する処理をＲＧＢの色毎に行う。そして、上記絶対値が上記閾
値Ｔｈよりも大きいサブピクセルをＴｒｕｅと判定し、上記絶対値が上記閾値Ｔｈ以下で
あるサブピクセルをＦａｕｌｓｅと判定するパターン検出処理を行い、判定結果を平均化
処理部４６に出力する。なお、上記ｘは各ピクセルのゲートバスラインの延伸方向につい
ての位置を示している。
【００７９】
　これにより、図１９の（ａ）に示すように、両隣りのピクセルにおける同色のサブピク
セルとの階調値の差が大きいサブピクセルについてはＴｒｕｅが出力され、上記差が小さ
いサブピクセルについてはＦａｕｌｓｅが出力される。
【００８０】
　平均化処理部４６は、フレームメモリ４３から入力される入力画像データにおけるパタ
ーン検出部５１でＴｒｕｅと判定されたサブピクセルに対して、当該サブピクセルの階調
値を当該サブピクセルの近傍の当該サブピクセルと同色のサブピクセルの階調値と平均化
する平均化処理を行う。
【００８１】
　具体的には、平均化処理部４６は、以下の式（８）に基づく平均化処理をＲＧＢの色成
分毎に行う。
ｇ（ｘ）＝｛ａ０ｆ（ｘ－１）＋ａ１ｆ（ｘ）＋ａ２ｆ（ｘ＋１）｝／３　・・・（８）
　なお、上記式（８）におけるｆ（ｘ）は入力画像データにおける位置ｘに対応するピク
セルの平均化処理の対象色の階調値、ｇ（ｘ）は出力画像データ（補正後の画像データ）
における位置ｘに対応するピクセルの平均化処理の対象色の階調値、ａ０，ａ１，ａ２は
フィルタ計数を示している。本実施形態では上記フィルタ計数をａ０＝ａ１＝ａ２＝１に
設定するが、これに限るものではなく、適宜変更してもよい。例えば、平均化処理の前後
で視認される輝度が同様になるようにガンマ補正を考慮して設定してもよい。また、本実
施形態ではゲートバスラインの延伸方向に隣接する３ピクセルの階調値を色毎に平均化す
るものとしているが、これに限らず、２ピクセルの階調値を色毎に平均化してもよく４ピ
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クセル以上の階調値を色毎に平均化してもよい。
【００８２】
　図１９の（ｂ）は、図１９の（ａ）に示した入力画像データに対して平均化処理を施し
た出力画像データを示している。
【００８３】
　これにより、入力画像に１ｄｏｔ１Ｖ千鳥パターンや１Ｈ１Ｖ千鳥パターンなどの色ず
れが生じやすいパターン（いわゆるキラーパターン）が含まれる場合であっても、色ずれ
が生じることを防止し、入力画像データに応じた画像を適切に表示することができる。
【００８４】
　　〔実施形態４〕
　本発明のさらに他の実施形態について説明する。なお、説明の便宜上、上述した実施形
態で説明した部材と同様の機能を有する部材については同じ符号を付し、その説明を省略
する。
【００８５】
　実施形態３では、両隣りのピクセルにおける同色のサブピクセルとの階調値の差が大き
いサブピクセルについて階調値の平均化処理を行うことにより色ずれを防止する例につい
て説明した。これに対して、本実施形態では、両隣りのピクセルにおける同色のサブピク
セルとの階調値の差が大きいサブピクセルについて、その周辺の同色のサブピクセルと階
調値を置き換える置換処理を行うことにより色ずれを防止する。
【００８６】
　本実施形態にかかる液晶表示装置１００は、実施形態３で示した液晶表示装置１００に
おける入力画像補正部１０ｃに代えて、図２０に示す入力画像補正部１０ｄを備えている
。
【００８７】
　入力画像補正部１０ｄは、図２０に示したように、フレームメモリ４３、パターン検出
部５１、および置換処理部（補正処理部）４７を備えている。
【００８８】
　置換処理部４７は、パターン検出部５１によってＴｒｕｅと判定されたサブピクセルに
ついて、当該サブピクセルの階調値を当該サブピクセルが属するピクセルに対してゲート
バスラインの延伸方向に隣接するピクセルにおける同色のサブピクセルの階調値と置き換
える置換処理を行う。これにより、＋極性のサブピクセルの階調値が－極性のサブピクセ
ルの階調値と置き換えられ、－極性のサブピクセルの階調値が＋極性のサブピクセルの階
調値に置き換えられる。
【００８９】
　図２１の（ａ）は置換処理前の入力画像データにおけるＲＧＢのうちの１色の階調値を
示しており、図２１の（ｂ）は図２１の（ａ）に示した入力画像データに対して置換処理
を施した出力画像データを示している。図２１に示す例では、サブピクセルＡ（＋極性）
の階調値とサブピクセルＢ（－極性）の階調値とが置換され、サブピクセルＣ（－極性）
の階調値とサブピクセルＤ（＋極性）の階調値とが置換されている。
【００９０】
　これにより、入力画像に１ｄｏｔ１Ｖ千鳥パターンや１Ｈ１Ｖ千鳥パターンなどの色ず
れが生じやすいパターン（いわゆるキラーパターン）が含まれる場合であっても、色ずれ
が生じることを防止し、入力画像データに応じた画像を適切に表示することができる。
【００９１】
　なお、本実施形態では、サブピクセル毎（ＲＧＢの色成分毎）に置換処理を行うものと
したが、これに限るものではなく、例えばピクセル毎に置換処理を行うようにしてもよい
。
【００９２】
　　〔実施形態５〕
　本発明のさらに他の実施形態について説明する。なお、説明の便宜上、上述した実施形
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態で説明した部材と同様の機能を有する部材については同じ符号を付し、その説明を省略
する。
【００９３】
　本実施形態にかかる液晶表示装置１００は、実施形態１で示した液晶表示装置１００に
おける入力画像補正部１０ａに代えて、図２２に示す入力画像補正部１０ｅを備えている
。
【００９４】
　図２２に示したように、入力画像補正部１０ｅは、実施形態１の入力画像補正部１０ａ
におけるフレームメモリ４３に代えて、ラインメモリ４８を備えている。
【００９５】
　上述したように、色ずれが生じる原因はクロストークによって対向電位Ｖｃｏｍがずれ
ることにあり、対向電位Ｖｃｏｍはゲートバスライン単位でずれる。
【００９６】
　そこで、本実施形態では、入力画像データをライン単位（１ゲートバスライン単位）で
一時的に記憶するラインメモリ４８を備え、補正処理部４４がラインメモリ４８から入力
されるライン毎のデータに対して補正処理を行う。
【００９７】
　これにより、フレームメモリに代えてラインメモリを用いることで回路規模を低減して
コストダウンを図るとともに、実施形態１と略同様の効果を得ることができる。
【００９８】
　なお、補正処理をより円滑に行うためには、ラインメモリ４８を２ゲートバスライン分
以上備えることが好ましい。
【００９９】
　また、本実施形態では、実施形態１の入力画像補正部１０ａにおけるフレームメモリ４
３をラインメモリ４８に置き換える構成について説明したが、これに限らず、実施形態２
～４の入力画像補正部１０ｂ～１０ｄにおけるフレームメモリ４３をラインメモリ４８に
置換してもよい。
【０１００】
　　〔実施形態６〕
　本発明のさらに他の実施形態について説明する。なお、説明の便宜上、上述した実施形
態で説明した部材と同様の機能を有する部材については同じ符号を付し、その説明を省略
する。
【０１０１】
　実施形態１，２では、補正パラメータ取得部４２の取得した補正パラメータαに基づい
て液晶パネル５の各ピクセルに対して一律に補正処理を行っていた。これに対して、本実
施形態では、色ずれのずれ量が液晶パネル５における位置に応じて異なることを考慮し、
補正パラメータ取得部４２の取得した補正パラメータαを液晶パネル５における位置に応
じて補正する位置補正処理を行う。
【０１０２】
　本実施形態にかかる液晶表示装置１００は、実施形態１で示した液晶表示装置１００に
おける入力画像補正部１０ａに代えて、図２３に示す入力画像補正部１０ｆを備えている
。
【０１０３】
　図２３に示したように、入力画像補正部１０ｆは、実施形態１の入力画像補正部１０ａ
の構成に加えて、補正用ＬＵＴ（ルックアップテーブル）４９を備えている。
【０１０４】
　補正用ＬＵＴ４９は、各色の補正パラメータαｒｅｄ，αｇｒｅｅｎ，αｂｌｕｅにつ
いてそれぞれ備えられており、補正パラメータαｒｅｄ，αｇｒｅｅｎ，αｂｌｕｅと液
晶パネル５における位置とに対応付けて、位置補正処理後の補正パラメータα´ｒｅｄ，
α´ｇｒｅｅｎ，α´ｂｌｕｅを記憶している。補正パラメータα´ｒｅｄ，α´ｇｒｅ
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ｅｎ，α´ｂｌｕｅは、複数種類の表示パターンを液晶パネル５に表示させて色ずれを測
定する処理を予め行い、その測定結果に基づいて予め設定される。
【０１０５】
　補正処理部４４は、補正パラメータ取得部４２の取得した補正パラメータαｒｅｄ，α

ｇｒｅｅｎ，αｂｌｕｅと液晶パネル５における当該補正パラメータに対応する位置とに
対応する位置補正処理後の補正パラメータα´ｒｅｄ，α´ｇｒｅｅｎ，α´ｂｌｕｅを
補正用ＬＵＴ４９から読み出す。そして、下記式（９）～（１１）に基づいてフレームメ
モリ４３から入力される入力画像データを位置毎に補正する。
ｇｒｅｄ＝α´ｒｅｄ×ｆｒｅｄ　　　・・・（式９）
ｇｇｒｅｅｎ＝α´ｇｒｅｅｎ×ｆｇｒｅｅｎ　　　・・・（式１０）
ｇｂｌｕｅ＝α´ｂｌｕｅ×ｆｂｌｕｅ　　　・・・（式１１）
　これにより、液晶パネル５上の表示位置に応じて色ずれ量の度合いが異なる場合であっ
ても、液晶パネル５上の位置に応じて色ずれを適切に補正することができる。
【０１０６】
　なお、本実施形態では、補正用ＬＵＴ４９を用いる構成を実施形態１の構成に適用する
場合について説明したが、これに限らず、実施形態２の構成に適用してもよい。
【０１０７】
　　〔実施形態７〕
　本発明のさらに他の実施形態について説明する。なお、説明の便宜上、上述した実施形
態で説明した部材と同様の機能を有する部材については同じ符号を付し、その説明を省略
する。
【０１０８】
　上述した各実施形態では、各絵素に対する印加電圧の極性の偏りを低減するための補正
を、入力画像データの種別にかかわらずに行う構成について説明した。これに対して、本
実施形態では、入力画像データが静止画であるか動画であるかを判定し、判定結果に応じ
た補正処理を行う。
【０１０９】
　本実施形態にかかる液晶表示装置１００は、実施形態１で示した液晶表示装置１００に
おける入力画像補正部１０ａに代えて、図２６に示す入力画像補正部１０ｇを備えている
。
【０１１０】
　図２６に示したように、入力画像補正部１０ｇは、実施形態１の入力画像補正部１０ａ
の構成に加えて、静止画判定部５０を備えており、入力画像補正部１０ｇに入力された入
力画像データは、静止画判定部５０、偏り量取得部４１、およびフレームメモリ４３に入
力される。
【０１１１】
　静止画判定部５０は、入力画像データが静止画であるか動画であるかを判定し、判定結
果を示す画像判定信号を補正処理部４４に伝達する。
【０１１２】
　補正処理部４４は、入力画像データが動画である場合、入力画像データが静止画である
場合よりも各絵素に対する印加電圧の極性の偏りを低減するための補正の程度を弱くする
か、あるいは補正を行わない。
【０１１３】
　すなわち、各絵素に対する印加電圧の極性の偏りに起因する色ずれは、静止画の場合に
特に顕著に発生する。このため、本実施形態では、静止画の場合には実施形態１で説明し
た補正を行う一方、動画の場合には静止画の場合よりも補正の程度を弱くするか、あるい
は補正を行わない。これにより、入力画像データの種別に応じて適切な補正を行うことが
できる。
【０１１４】
　なお、本実施形態では、静止画の場合と動画の場合とで補正の程度を異ならせる構成を
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実施形態１の構成に組み合わせる場合について説明したが、これに限らず、他の実施形態
に示した構成と組み合わせてもよい。
【０１１５】
　　〔実施形態８〕
　本発明のさらに他の実施形態について説明する。なお、説明の便宜上、上述した実施形
態で説明した部材と同様の機能を有する部材については同じ符号を付し、その説明を省略
する。
【０１１６】
　上述した実施形態では、入力画像補正部１０ａ～１０ｇをタイミングコントローラ２の
前段に備える構成について説明した。これに対して、本実施形態では、入力画像補正部を
タイミングコントローラ２内に備える。
【０１１７】
　図２７は、本実施形態にかかるタイミングコントローラ２ｂの構成を示す説明図である
。このタイミングコントローラ２ａは、実施形態１における入力画像補正部１０ａおよび
タイミングコントローラ２に代えて備えられる。
【０１１８】
　図２７に示したように、タイミングコントローラ２ａは、前処理部５１、入力画像補正
部１０ａ、および後処理部５２を備えている。
【０１１９】
　前処理部５１および後処理部５２は、実施形態１におけるタイミングコントローラ２の
処理と同様の処理を分担して行う。なお、前処理部５１または後処理部５２の一方を省略
し、他方が実施形態１におけるタイミングコントローラ２の処理と同様の処理を全て行う
ようにしてもよい。
【０１２０】
　入力画像補正部１０ａの処理は実施形態１と同様である。なお、本実施形態では、実施
形態１にかかる入力画像補正部１０ａをタイミングコントローラ内に備える構成について
説明したが、これに限らず、入力画像補正部１０ａに代えて入力画像補正部１０ｂ～１０
ｇのいずれかをタイミングコントローラ内に備えてもよい。
【０１２１】
　　〔まとめ〕
　本発明の態様１にかかる液晶表示装置１００は、複数のゲートバスラインＧと、上記各
ゲートバスラインＧと交差する複数のソースバスラインＳと、上記ゲートバスラインＧと
上記ソースバスラインＳとの交差部毎に設けられた絵素（サブピクセルｓｐ）と、各ゲー
トバスラインＧに対する印加電圧を制御するゲートドライバ３と、各ソースバスラインＳ
に対する印加電圧を画像データに応じて制御するソースドライバ４とを備え、上記各絵素
（サブピクセルｓｐ）が同一基板（ＴＦＴ基板１３）上に絶縁層（ゲート絶縁膜１７）を
挟んで配置された絵素電極３２と対向電極３３とを備えており、上記ソースドライバ４が
各ソースバスラインＳに対する印加電圧の極性を隣接するソースバスラインＳ毎に逆極性
に設定する液晶表示装置１００であって、ゲートバスラインＧの延伸方向に並ぶ各絵素（
サブピクセルｓｐ）に対する印加電圧の極性の偏りを低減するように画像データを補正す
る入力画像補正部１０ａ～１０ｆを備え、上記ソースドライバ４は、各ソースバスライン
Ｓに対する印加電圧を、上記入力画像補正部１０ａ～１０ｆによって補正された画像デー
タに基づいて設定することを特徴としている。
【０１２２】
　上記の構成によれば、ゲートバスラインＧの延伸方向に並ぶ各絵素（サブピクセルｓｐ
）に対する印加電圧の極性の偏りを低減するように画像データを補正することにより、絵
素電極３２と対向電極３３との間に生じるクロストークの影響を低減し、クロストークに
起因する色ずれを防止できる。
【０１２３】
　本発明の態様２にかかる液晶表示装置１００は、上記態様１において、上記入力画像補
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正部１０ａ，１０ｂ，１０ｅ，１０ｆは、上記偏りの度合いを示す偏り量を検出する偏り
量検出処理を行う偏り量取得部４１，４１ｂと、上記偏り量に基づいて補正パラメータを
設定する補正パラメータ設定処理を行う補正パラメータ取得部４２と、上記補正パラメー
タに基づいて画像データを補正する補正処理部４４とを備えている構成である。
【０１２４】
　上記の構成によれば、ゲートバスラインＧの延伸方向に並ぶ各絵素（サブピクセルｓｐ
）に対する印加電圧の極性の偏りの度合いに応じて画像データを補正することができ、ク
ロストークの影響を適切に低減することができる。
【０１２５】
　本発明の態様３にかかる液晶表示装置１００は、上記態様１において、上記入力画像補
正部１０ｃ，１０ｄは、ゲートバスラインＧの延伸方向に並ぶ各絵素（サブピクセルｓｐ
）について、当該絵素（サブピクセルｓｐ）の階調値と当該絵素（サブピクセルｓｐ）と
同色の絵素（サブピクセルｓｐ）のうち当該絵素（サブピクセルｓｐ）の両隣りに配置さ
れている絵素（サブピクセルｓｐ）の階調値との差分の絶対値が予め設定される閾値Ｔｈ
よりも大きい絵素（サブピクセルｓｐ）を検出するパターン検出処理を行うパターン検出
部５１と、上記絶対値が上記閾値よりも大きい絵素（サブピクセルｓｐ）として検出され
た絵素（サブピクセルｓｐ）の階調値を、当該絵素（サブピクセルｓｐ）と同色かつ当該
絵素（サブピクセルｓｐ）の近傍に配置されている絵素（サブピクセルｓｐ）の階調値と
平均化または置換することにより上記画像データを補正する補正処理部（平均化処理部４
６，置換処理部４７）とを備えている構成である。
【０１２６】
　上記の構成によれば、ゲートバスラインＧの延伸方向に並ぶ各絵素（サブピクセルｓｐ
）に対する印加電圧の極性の偏りを低減し、クロストークに起因する色ずれを防止するこ
とができる。
【０１２７】
　本発明の態様４にかかる液晶表示装置１００は、上記態様２において、上記入力画像補
正部１０ａ，１０ｂ，１０ｅ，１０ｆは、ゲートバスラインＧの延伸方向に沿った１また
は複数ライン分の画像データを一時的に記憶するメモリ４３，４８を備えており、上記画
像データは上記偏り量取得部４１，４１ｂと上記メモリ４３，４８とに入力され、上記補
正処理部４４は、上記偏り量検出処理および上記補正パタメータ設定処理を行った画像デ
ータに対応する画像データを上記メモリ４３，４８から読み出し、読み出した画像データ
に対して上記補正パラメータに基づく補正を行う構成である。
【０１２８】
　上記の構成によれば、上記メモリ４３，４８によって上記補正処理部４４に入力される
画像データを遅延させ、遅延させている期間に補正パラメータの設定を行うことができる
ので、補正処理を円滑に行うことができる。
【０１２９】
　本発明の態様５にかかる液晶表示装置１００は、上記態様３において、上記入力画像補
正部１０ｃ，１０ｄは、ゲートバスラインＧの延伸方向に沿った１または複数ライン分の
画像データを一時的に記憶するメモリ４３，４８を備えており、上記画像データは上記パ
ターン検出部５１と上記メモリ４３，４８とに入力され、上記補正処理部１０ｃ，１０ｄ
は、上記パターン検出処理を行った画像データに対応する画像データを上記メモリ４３，
４８から読み出し、読み出した画像データに対して当該パターン検出処理の結果に基づく
補正を行う構成である。
【０１３０】
　上記の構成によれば、上記メモリ４３，４８によって上記補正処理部１０ｃ，１０ｄに
入力される画像データを遅延させ、遅延させている期間にパターン検出処理を行うことが
できるので、補正処理を円滑に行うことができる。
【０１３１】
　本発明の態様６にかかる液晶表示装置１００は、上記態様２において、上記補正処理部
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１０ａ，１０ｂ，１０ｅ，１０ｆは、上記補正パラメータ取得部４２が設定した補正パラ
メータを補正対象の絵素（サブピクセルｓｐ）の位置に応じて補正する位置補正処理を行
い、位置補正処理後の補正パラメータに基づいて画像データを補正する構成である。
【０１３２】
　上記の構成によれば、液晶パネル５における絵素（サブピクセルｓｐ）の位置に応じて
色ずれの度合いが異なる場合であっても、色ずれを適切に補正することができる。
【０１３３】
　本発明の態様７にかかる液晶表示装置１００の制御方法は、複数のゲートバスラインＧ
と、上記各ゲートバスラインＧと交差する複数のソースバスラインＳと、上記ゲートバス
ラインＧと上記ソースバスラインＳとの交差部毎に設けられた絵素（サブピクセルｓｐ）
と、各ゲートバスラインＧに対する印加電圧を制御するゲートドライバ３と、各ソースバ
スラインＳに対する印加電圧を画像データに応じて制御するソースドライバ４とを備え、
上記各絵素（サブピクセルｓｐ）が同一基板上に絶縁層（ゲート絶縁膜１７）を挟んで配
置された絵素電極３２と対向電極３３とを備えており、各ソースバスラインＳに対する印
加電圧の極性が隣接するソースバスラインＳ毎に逆極性に設定される液晶表示装置１００
の制御方法であって、ゲートバスラインＧの延伸方向に並ぶ各絵素（サブピクセルｓｐ）
に対する印加電圧の極性の偏りを低減するように画像データを補正する入力画像補正工程
と、各ソースバスラインＳに対する印加電圧を上記入力画像補正工程によって補正された
画像データに基づいて設定する工程とを含むことを特徴としている。
【０１３４】
　上記の方法によれば、ゲートバスラインＧの延伸方向に並ぶ各絵素（サブピクセルｓｐ
）に対する印加電圧の極性の偏りを低減するように画像データを補正することにより、絵
素電極３２と対向電極３３との間に生じるクロストークの影響を低減し、クロストークに
起因する色ずれを防止できる。
【０１３５】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１３６】
　本発明は、絵素電極と対向電極とが同一基板上に絶縁層を挟んで配置された液晶表示装
置に適用できる。
【符号の説明】
【０１３７】
１　電源回路
２　タイミングコントローラ
３　ゲートドライバ
４　ソースドライバ
５　液晶パネル
６　バックライト
１０ａ～１０ｆ　入力画像補正部
１３　ＴＦＴ基板
１５　対向基板
１７　ゲート絶縁膜（絶縁膜）
３１　スイッチング素子
３２　絵素電極
３３　対向電極
３４　半導体膜
３５　共通配線
３６　補助容量電極
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３７　補助容量配線
４１．４１ｂ　偏り量取得部
４２　補正パラメータ取得部
４３　フレームメモリ
４４　補正処理部
４６　平均化処理部（補正処理部）
４７　置換処理部（補正処理部）
４８　ラインメモリ
５１　パターン検出部
５２　計数部
１００　液晶表示装置

【図１】 【図２】
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